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上記、大学院生提案型課題の申請にあたり、次頁に掲げる誓約事項に従うことを誓約いたします。

公益財団法人高輝度光科学研究センター
理事長　雨 宮　慶 幸　殿
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（基本方針） 
１．大型放射光施設（SPring-8）設置の趣旨にかんがみ、利
用研究課題は、平和目的に限定し、利用実験を安全に実施す
ると共に、他の利用研究者等との良好な関係を確保すること。
このため、関係法令、公益財団法人高輝度光科学研究センタ
ー（以下、「財団」という。）の規程、規則及び各種手続き等
を遵守すること。また、財団が行う安全及び管理のための指
示に従うこと。 
 
（損害保険) 
2 ．利用実験実施等に際し、不慮の事故に備えて傷害保険及
び賠償責任保険又はこれらと同等の保険に加入するとともに、
共同実験者が学生の場合は、これら保険に加入していること
を確認すること。 
 
（物品、薬品等の持込等） 
３．利用実験に使用する物品、薬品等は、所定の手続きに従
って持ち込み、善良な管理者の注意義務をもって管理するこ
と。また、持ち込んだ物品、薬品等は全て責任を持って所属
機関まで持ち帰ること。 
 
（施設、設備等の使用） 
４．SPring-8 及びそれに附属する施設、設備並びに物品の使
用にあたっては、設備及び安全の担当者の指示に従うこと。
また、使用後は従前の状態及び場所に戻すこと。 
 
（利用の開始） 
５．利用実験の開始前に、ビームライン及び実験ステーショ
ン等の機能及び整備状況等について、所定の確認を行い、異
常があれば、財団に連絡すること。また財団が指示する場合
は、必要な点検を受けること。 
 
（利用の終了） 
６．利用実験の終了後に、ビームライン及び実験ステーショ
ン等の機能及び整備状況等について、財団による所定の点検
を受けること。この場合、点検結果を基に財団から原状回復
にかかる指示がある場合は、その指示に従い所要の措置を講
じること。 
 
（施設の利用に伴う経費の徴収） 
７．SPring-8 の利用に伴い使用した研究交流施設、通信設備
その他のサービスに係わる経費を財団からの請求に従い支払
うこと。但し、当該利用に係るビーム使用料は免除される。 
 
（SPring-8 ビームタイム利用報告書） 
８．実験期間の終了後直ちに「SPring-8 ビームタイム利用報
告書」を財団に提出すること。また、「SPring-8 ビームタイム
利用報告書」の印刷、発行、統計処理に必要な加工を財団が
自由に行うことに同意すること。 
 
（消耗品費） 
９．財団が消耗品費の免除を規定した利用研究課題以外の課
題について、財団は、提出された「SPring-8 ビームタイム利
用報告書」を基に利用シフト数等を確定し、それに伴う消耗
品費（定額分：10,720 円/1 シフト（8時間）*、1 時間あたり
1,340 円*、従量分：利用実験の際に使用した財団が指定する
消耗品等の金額）を、実験責任者が消耗品費の支払の同意を
得た者に対して、請求する。請求をされた者は、請求された
金額を請求日から 60 日以内に財団が指定する銀行口座に振
り込むこと。振込手数料は振込者の負担とすること。 
* 2019 年 9 月 30 日までに実施される研究課題については、
下記の金額が適用されます。 
定額分: 10,560 円／1 シフト(8 時間)、1 時間あたり 1,320 円 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（シフト数の減少） 
10．施設の装置の故障等により、予定していたシフト数が減
少、又は SPring-8 を利用出来なかったことに伴って損害が生
じた場合、財団に対してその賠償請求を行わないこと。減少
したシフト数の補填を請求しないこと。 
 
（利用課題実験報告書） 
11．利用研究課題の実験の終了日から 60 日以内に目的、実験
方法、測定内容、試料名、ビームライン名及び結果の概要等
を取りまとめた「利用課題実験報告書」を財団に提出するこ
と。また、「利用課題実験報告書」の印刷、発行、統計処理及
び財団の発行物等（電磁的記録によるものを含む）の編集に
必要な加工を財団が自由に行うことに同意すること。 
 
（利用研究成果の公開と登録） 
12．利用研究成果として、査読付論文（査読付プロシーディ
ングス 、博士学位論文を含む）、 財 団 が査読し た
SPring-8/SACLA 利用研究成果集又は財団が認定した公開技
術報告書を実験の実施期終了後3年以内に公開するとともに、
財団のデータベースへの登録を行うこと。また、公開した論
文等の成果物には課題番号を明記し「大型放射光施設
SPring-8 を利用した結果である」ことを記述すること。 
 
（利用研究成果の公開期限延期） 
13．利用研究成果の公開が期限内にできない場合は、期限 1
年前から 3 ヶ月前までの間に財団に公開延期の申請を行い、
財団の判定を受けること。また判定結果に従うこと。 
 
（特許等） 
14．SPring-8 を利用した成果に属する発明又は考案について、
特許又は実用新案を出願した場合には、公開後速やかに財団
に報告すること。 
 
（利用研究成果の公開に係る情報の提供） 
15．査読付論文等の公開と登録に加え、実施した利用研究課
題の成果に関する、総説の公開、招待講演、受賞、プレス発
表、マスメディアへの掲載等があった場合は、これらを財団
に報告し、財団における成果公開に係る幅広い情報の収集に
協力すること。 
 
（事故等） 
16．事故及び災害の際は、実験責任者及び指導教員が責任を
もって対処し、速やかに財団へ連絡すること。 
 
（違反等） 
17．この誓約書に規定する事項を守らなかった場合、財団に
提出する書類に虚偽の記載があることが判明した場合、もし
くは、SPring-8 の運営に支障をきたすと財団が判断した場合
は、財団等が行う使用停止等の指示に従うこと。 
 
（免責事項） 
18．SPring-8 を利用することによって利用者に発生した損
害・損失等は、財団の故意又は重大な過失によらない限り、
財団は一切の責任を負わないことに同意すること。 
 
（賠償責任） 
19．故意又は重大な過失によって SPring-8 及びそれに附属す
る施設、設備並びに物品その他に損害を及ぼしたときは、損
害の全部又は一部を賠償すること。 
 
（紛争処理） 
20．この誓約書について疑義又は紛争が生じたときは、相互
に協議、解決を図ると共に日本国の法律に基づき SPring-8 の
所在地の裁判所において解決すること。 
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